
本
稿
は
、
玄
化
堂
甫
尺
の
墨
蹟
・
絵
画
資
料
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
甫

尺
の
出
身
地
で
あ
る
丹
後
に
は
、
多
く
の
甫
尺
の
墨
蹟
資
料
が
あ
る
。
そ
の
中
、

京
都
府
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
蔵
糸
井
文
庫
に
は
、
纏
ま
っ
た
資
料
が
あ
り
、
立

命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
書
籍
閲
覧
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
全
画

像
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
資
料
の
翻
刻
と
解
題
を
記
す
。
な

お
、
撰
集
等
の
版
本
や
俳
諧
一
枚
摺
は
除
い
た
。

凡
例

一
　
各
資
料
の
表
題
は
私
に
付
し
た
。

一
　
漢
字
表
記
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
通
行
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
原

典
の
表
記
を
尊
重
し
て
そ
れ
に
従
わ
な
い
も
の
も
あ
る
。

一
　
句
読
点
、
濁
点
は
私
に
付
し
た
。
濁
点
が
原
典
に
あ
る
場
合
は
、（
濁

マ
マ
）
と
傍
記
す
る
。

一
　
漢
字
一
字
の
お
ど
り
字
は
「
々
」
に
統
一
し
、
他
は
原
典
の
通
り
と

し
た
。

一
　
改
行
は
、
私
に
行
い
特
に
示
さ
な
い
。
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

の
旨
を
適
宜
記
す
。

一
　
糸
井
文
庫
の
資
料
は
、（
糸
井
文
庫
請
求
記
号
／
立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ

書
籍
閲
覧
シ
ス
テ
ム
番
号
）
で
示
す
。

一
　
解
題
に
あ
た
っ
て
は
、『
改
訂
版
　
丹
後
郷
土
資
料
目
録
』（
舞
鶴
市
教

育
委
員
会
）
の
糸
井
仙
之
介
氏
の
解
題
を
参
照
し
た
。

z

「
今
田
巴
明
蔵
墨
跡
帖
」（
十
・
ロ
・
10
／m

ai10b10

）

古
人
の
い
へ
る
事
あ
り
。
不
易
は
大
空
の
日
月
の
如
く
、
流
行
は
四
時
の
う

つ
り
ゆ
く
が
ご
と
く
、
不
易
を
心
と
し
、
流
行
の
変
を
し
る
べ
し
と
ぞ
。
不

易
に
尻
を
居
へ
れ
ば
、
今
日
の
変
化
に
お
く
る
ゝ
、
流
行
に
わ
マ
マ(

は)

し
れ
ば
、
百

年
の
実
を
う
し
な
ふ
。
ふ
ゑ
き

（
マ
マ
）

の
中
に
流
行
あ
り
、
流
行
の
中
に
不
易
あ
り
。

此
さ
か
へ
を
し
ら
む
と
て
、
巴
丈
の
ぬ
し
、
他
の
句
を
も
と
め
、
世
の
不
易

流
行
、
灯
下
の
友
に
せ
ん
と
な
り
。
其
冊
子
の
は
じ
め
に
筆
を
と
る
も
の
は

甫
尺寛

政
十
一
未
中
夏

五
月
雨
や
夕
山
こ
ゆ
る
鳥
の
影

さ
み
だ
れ
や
日
半
晴
れ
ば
金
魚
売

【
解
題
】
升
型
本
一
冊
。
全
五
十
丁
、
う
ち
墨
付
十
一
丁
。
縦
一
八
・
七
糎
、
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内

千
代
子
（
聖
ト
マ
ス
大
学
文
学
部
准
教
授
）

・

住
所

京
都
市
中
京
区
壬
生
馬
場
町
16
―
11

粟
田
方



横
一
六
・
八
糎
。
甫
尺
の
序
文
と
発
句
・
鹿
古
・
夕
山
・
雨
橋
・
升
六
・
古

光
・
玉
洋
・
定
雅
・
無
外
・
鶏
叟
・
多
岬
・
十
水
・
楳
渓
・
其
一
の
そ
れ
ぞ

れ
が
揮
毫
す
る
。
宮
津
住
今
田
巴
明
旧
蔵
の
「
俳
人
墨
跡
帖
」。

寛
政
十
一
年
五
月
の
執
筆
。
行
脚
中
に
宮
津
に
寄
り
、
序
文
と
句
と
を
揮

毫
し
た
も
の
。
甫
尺
が
芭
蕉
に
傾
倒
す
る
時
期
の
執
筆
で
、
不
易
流
行
に
言

及
し
て
お
り
、
当
代
の
「
不
易
流
行
」
の
考
え
方
の
用
例
と
し
て
興
味
深
い

記
述
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
頃
、
甫
尺
は
芭
蕉
の
肖
像
や
、
象
潟
の
図
を
描

き
、
奥
の
細
道
を
辿
る
行
脚
に
出
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（「
郷
土
と

美
術
」
80
号
・
沢
村
秀
夫<
蕪
村
と
甫
尺>

）。

x

「
三
月
十
一
日
付
新
兵
衛
宛
甫
尺
書
簡
」（
十
・
ロ
・
12
／m
ai10b12

）

御
芳
書
奉
拝
見
﹇
候
﹈。
春
暖
之
節
、
御
家
内
様
御
安
静
、
奉
賀
候
。
御
前

様
御
不
快
、
此
節
御
心
よ
く
候
よ
し
、
目
出
度
存
候
。
扨
、
私
、
早
春
よ
り

病
さ
し
お
こ
り
、
存
外
之
大
病
こ
ま
り
入
候
。
し
か
し
、
此
頃
追
々
全
快

﹇
仕
候
﹈
間
、
乍
慮
外
、
御
安
意
可
被
下
候
。
為
御
見
舞
宝
封
、
尚
寒
ざ
ら

し
之
数
々
御
恵
不
浅
、
御
深
切
か
た
じ
け
な
く
﹇
奉
存
﹈
候
。
快
気
後
、
得

尊
顔
、
御
礼
申
上
度
、
先
は
早
々
頓
首

三
月
十
一
日

新
兵
衛
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
貼
交
巻
物
一
巻
（
縦
三
一
・
〇
糎
、
横
二
三
三
・
六
糎
、
全
長
四

一
二
・
六
糎
）
の
う
ち
の
書
簡
一
通
。
縦
一
六
・
二
糎
、
横
五
三
・
三
糎
。

三
月
十
一
日
付
の
新
兵
衛
宛
甫
尺
書
簡
。
丹
後
地
方
に
し
ば
し
ば
帰
省
し
て

い
た
寛
政
・
享
和
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
早
春
よ
り
の
大
病
の
状
況
を

知
ら
せ
、
金
封
・
晒
の
礼
を
述
べ
る
も
の
。

宛
先
の
「
新
兵
衛
」
は
、『
丹
後
郷
土
資
料
目
録
』
の
解
題
に
、「
三
上
新

兵
衛
」
と
す
る
。
三
上
家
は
町
名
主
、
宮
津
藩
出
入
り
の
酒
造
業
・
廻
船

業
・
糸
問
屋
を
営
む
豪
商
で
、
元
結
屋
と
号
し
た
。
な
お
、
三
上
家
の
文
書

は
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
、『
元
結
屋
三
上
家
古
文
書

目
録
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
三
上
新
兵
衛
は
、
享
和
元
年
十
一
月
二
十
五

日
に
没
す
る
六
代
目
と
、
天
保
十
二
年
六
月
六
日
に
八
十
二
歳
で
没
す
る
八

代
目
と
が
お
り
、
晩
年
の
甫
尺
が
丹
後
に
し
ば
し
ば
帰
省
し
て
い
た
寛
政
・

享
和
期
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
書
簡
中
の
「
寒
ざ
ら
し
」
か
ら
は
、
絹
を

扱
う
三
上
家
で
は
な
く
、
同
家
文
書
類
の
中
に
は
、
後
の
も
の
で
あ
る
が
弘

化
・
嘉
永
・
安
政
期
に
「
木
綿
屋
新
兵
衛
」
の
名
も
見
出
さ
れ
、「
新
兵
衛
」

は
別
家
と
も
考
え
ら
れ
る
。

c

「
虎
が
雨
」
句
文
　
（
十
・
ロ
・
12
／m

ai10b12

）

五
月
の
す
ゑ
、
み
ち
の
く
平
泉
に
や
ど
り
し
と
き
、
奥
浄
瑠
璃
を
語
る
盲
目

の
ふ
た
り
来
れ
ば
、
一
ふ
し
を
好
み
て
、
か
の
塩
が
ま
の
旅
寝
を
驚
せ
し
翁

の
む
か
し
も
お
も
ひ
出
ら
る
。
ひ
と
り
は
巧
者
に
聞
え
て
、
ふ
し

ぐ
の
い

ま
め
か
し
く
、
今
ひ
と
り
は
あ
や
し
く
ひ
な
び
た
り
。
中

く
に
あ
は
れ
深

く
、
耳
と
ゞ
ま
る
処
の
多
し
。
曽
我
物
が
た
り
を
語
る
を
り
も
こ
そ
あ
れ
。

雨
の
降
れ
ば

浄
る
り
の
下
手
ほ
ど
か
な
し
虎
が
雨
　
甫
尺
書
　

（
朱
陰
）

（
朱
陽
）

【
解
題
】
貼
交
巻
物
一
巻
（
縦
三
一
・
〇
糎
、
横
二
三
三
・
六
糎
、
全
長
四

一
二
・
六
糎
）
の
う
ち
の
句
文
一
紙
。
縦
三
八
・
八
糎
、
横
二
〇
・
九
糎
。

五
月
下
旬
、
平
泉
に
於
い
て
の
執
筆
。
芭
蕉
に
傾
倒
し
、
奥
の
細
道
行
脚
中

の
寛
政
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
署
名
の
特
徴
は
、「
甫
」
の
七
画
目
の
点
が

無
い
も
の
で
、
他
に
用
例
が
あ
る
。

尺甫
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v

「
蝸
牛
」
自
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
12
／m

ai10b12

）

か
た
つ
ぶ
り
人
し
れ
ず
こ
そ
臼
の
も
と
　
　
甫
尺
　

（
朱
陰
）

（
朱
陽
）

【
解
題
】
貼
交
巻
物
一
巻
（
縦
三
一
・
〇
糎
、
横
二
三
三
・
六
糎
、
全
長
四

一
二
・
六
糎
）
の
う
ち
の
画
賛
一
紙
。
縦
二
九
・
一
糎
、
横
三
三
・
五
糎
。

署
名
は
、「
甫
」
の
七
画
目
の
点
が
無
い
も
の
で
あ
る
。

b

「
時
雨
」
自
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
12
／m

ai10b12

）

手
元
よ
り
暮
て
軒
端
の
し
ぐ
れ
か
な
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
貼
交
巻
物
一
巻
（
縦
三
一
・
〇
糎
、
横
二
三
三
・
六
糎
、
全
長
四

一
二
・
六
糎
）
の
う
ち
の
画
賛
一
紙
。
縦
二
八
・
〇
、
横
三
二
・
二
糎
。
署

名
は
、「
甫
」
の
七
画
目
の
点
が
無
い
も
の
で
あ
る
。
火
鉢
に
あ
た
る
二
人

の
翁
の
画
に
は
、
蕪
村
画
の
影
響
が
認
め
ら
れ
、
寛
政
以
後
の
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
な
お
、
同
趣
向
の
画
賛
は
、
他
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

n

「
冬
篭
り
」
句
文
　
（
十
・
ロ
・
12
／m

ai10b12
）

丸
君
の
肖
像
に
み
づ
か
ら
讃
を
な
し
て
、
逢
坂
の
昔
を
し
た
ふ
筆
の
跡

は
、
立
圃
翁
に
し
て
、
今
は
た
む
か
し
な
つ
か
し
き
物
か
ら
、
其
句
の
こ
と

葉
を
か
り
て

琵
琶
の
音
を
心
に
聞
か
ん
冬
ご
も
り
　
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
貼
交
巻
物
一
巻
（
縦
三
一
・
〇
糎
、
横
二
三
三
・
六
糎
、
全
長
四

一
二
・
六
糎
）
の
う
ち
の
句
文
一
紙
。
縦
二
八
・
〇
糎
、
横
三
七
・
四
糎
。

m

「
春
雨
」
色
紙
　
（
十
・
ロ
・
12
／m

ai10b12

）

霞
よ
り
こ
ぼ
れ
初
て
や
は
る
の
雨
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
貼
交
巻
物
一
巻
（
縦
三
一
・
〇
糎
、
横
二
三
三
・
六
糎
、
全
長
四

一
二
・
六
糎
）
の
う
ち
の
色
紙
一
枚
。
縦
一
八
・
〇
糎
、
横
一
七
・
〇
糎
、

銀
散
し
の
段
雲
霞
。

,

「
徒
然
草
第
二
十
一
・
四
十
四
段
図
讃
」

（
十
・
ロ
・
13
／

m
ai10b13

）

万
の
事
は
、
月
見
る
に
こ
そ
な
ぐ
さ
む
も
の
な
れ
。
月
ば
か
り
お
も
し
ろ
き

物
は
あ
ら
じ
、
と
い
ひ
し
に
、
又
ひ
と
り
、
露
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
、
と
あ
ら

そ
ひ
し
こ
そ
お
か
し
け
れ
。
を
り
に
ふ
れ
、
何
か
は
あ
は
れ
な
ら
ざ
ら
ん
。

月
花
は
さ
ら
な
り
、
風
の
み
こ
そ
、
人
に
心
は
つ
く
め
れ
。
岩
に
く
だ
け
て

清
く
流
る
ゝ
水
の
気
し
き
こ
そ
、
時
を
も
わ
か
ず
め
で
た
け
れ
。

つ
れ

ぐ
草
四
季
の
段
の
つ
ゞ
き
に
あ
げ
つ
ら
ふ
こ
と
葉
　
甫
尺
書

あ
や
し
の
竹
の
あ
み
戸
の
内
よ
り
、
い
と
若
き
男
の
、
月
影
に
色
あ
ひ
さ
だ

か
な
ら
れ
ど

（
マ
マ
）

、
つ
や
ゝ
か
な
る
狩
衣
に
、
こ
き
さ
し
ぬ
き
、
い
と
ゆ
へ
づ
き

た
る
さ
ま
に
て
、
さ
ゝ
や
か
な
る
童
ひ
と
り
を
ぐ
し
て
、
は
る
か
な
る
田
の

中
の
細
道
を
稲
葉
の
露
に
そ
ぼ
ち
つ
ゝ
わ
け
行
ほ
ど
、
笛
の
え
な
ら
ず
吹
す

さ
び
た
る
、
あ
は
れ
と
聞
し
る
べ
き
人
も
あ
ら
じ
と
思
ふ
に
、
行
か
む
方
し

ら
ま
ほ
し
く
て
、
見
送
り
つ
ゝ
ゆ
け
ば
、
笛
を
ふ
き
や
み
て
、
山
の
際
に
惣

門
の
あ
る
う
ち
に
入
り
ぬ
。
榻
に
立
た
る
車
の
見
ゆ
る
も
、
都
よ
り
は
目
と

ま
る
心
地
し
て
、
下
人
に
問
へ
ば
、
し
か

ぐ
の
宮
の
御
座
処
に
て
、
御
仏

事
な
ど
さ
む
ら

（
マ
マ
）

ふ
に
や
、
と
い
ふ
。
御
堂
の
方
に
法
師
ど
も
ま
い
り
た
り
。

夜
寒
の
風
に
さ
そ
は
れ
来
る
空
だ
き
も
の
ゝ
に
ほ
ひ
も
、身
に
し
む
心
地
す
。

寝
殿
よ
り
廊
に
か
よ
ふ
女
房
の
追
風
よ
う
い
な
ど
、
人
目
な
き
山
里
と
も
い

は
ず
、
こ
ゝ
ろ
づ
か
ひ
し
た
り
。
心
の
ま
ゝ
に
し
げ
れ
る
秋
の
野
等
は
、
置

あ
ま
る
露
に
う
づ
も
れ
て
、
虫
の
音
か
ご
と
が
ま
し
く
、
遣
水
の
を
と

（
マ
マ
）

の
ど

や
か
な
り
。
み
や
こ
の
空
よ
り
は
雲
の
ゆ
き
ゝ
も
は
や
き
こ
ゝ
ち
し
て
、
月

の
晴
く
も
る
事
さ
だ
め
難
し
。

つ
れ

ぐ
草
の
こ
と
ば
　
　
　
甫
尺
書
　
　

（
朱
陰
）

（
朱
陽
）

尺甫
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享
和
二
戌
と
し
初
冬

【
解
題
】
図
讃
一
巻
、（
縦
二
六
・
〇
糎
、
横
二
三
七
・
三
糎
、
全
長
二
六

三
・
八
糎
）。
後
人
の
筆
に
よ
る
題
簽
に
「
玄
化
堂
甫
尺
　
徒
然
草
図
讃
」

と
あ
る
。
徒
然
草
第
二
十
一
段
に
は
人
物
図
を
挿
し
、
本
文
を
書
き
記
す
。

第
四
十
四
段
は
本
文
の
み
を
書
き
記
す
。
享
和
二
年
十
月
の
執
筆
。
署
名
は
、

「
甫
」
の
七
画
目
の
点
が
無
い
も
の
で
あ
る
。

甫
尺
に
は
、
徒
然
草
に
関
連
し
た
墨
蹟
が
多
く
在
る
。
な
お
、
吉
田
九
郎

右
衛
門
（
兄
）
は
、
安
永
六
年
六
月
に
、
兼
好
法
師
追
善
の
勧
進
の
取
次
所

を
担
当
し
て
お
り
、
安
永
六
年
六
月
付
、
御
室
双
岡
の
長
泉
寺
（
兼
好
墓
所
）

の
一
枚
摺
が
存
す
る
（
城
陽
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
堀
家
マ
イ
ク
ロ
文
書
・

11-5-59

）。

.

「
三
十
六
俳
仙
」
自
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
14
／m
ai10b14

）

あ
か

く
と
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
の
風
　
　
　
無
署
名
（
芭
蕉
）

日
の
岡
や
こ
が
れ
て
暑
き
牛
の
舌
　
　
　
　
　
正
秀

青
雲
の
そ

（
マ
マ
）

こ
の
し
れ
ざ
る
暑
さ
哉
　
　
　
　
　
浪
化

い
な
づ
ま
や
き
の
ふ
は
ひ
が
し
け
ふ
の
西

（
マ
マ
）

其
角

君
見
よ
や
我
手
入
る
ぞ
茎
の
中
　

（
マ
マ
）

嵐
雪

牛
呵
る
声
に
鴫
た
つ
夕
か
な
　
　
　
　
　
　
　
支
考

応

く
と
い
へ
ど
た
ゝ
く
や
雪
の
門
　
　
　
　
去
来

ほ
と
ゝ
ぎ
す
啼
や
湖
水
の
さ
ゝ
濁
　
　
　
　
　
丈
草

鳰
の
巣
や
蛍
も
か
り
の
足
や
す
め
　
　
　
　
　
荊
口

世
の
中
を
這
入
か
ね
て
や
蛇
の
穴
　
　
　
　
　
惟
然

麦
喰
し
雁
と
思
へ
ど
別
か
な
　
　
　
　
　
　
　
無
署
名
（
野
水
）

市
中
は
物
の
匂
ひ
や
夏
の
月
　
　
　
　
　
　
　
凡
兆

君
が
代
や
筑
摩
ま
つ
り
も
鍋
ひ
と
つ
　
　
　
　
越
人

が
つ
く
り
と
ぬ
け
落
る
歯
や
秋
の
風
　
　
　
　
杉
風

十
団
子
も
小
粒
に
な
り
ぬ
あ
き
の
風
　
　
　
　
許
六

乞
食
の
事
い
ふ
て
寝
る
夜
の
雪
　
　
　
　
　
　
李
由

元
日
や
畳
の
う
へ
の
米
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
北
枝

子
や
泣
む
そ
の
子
の
母
も
蚊
の
喰
ん
　
　
　
　
嵐
蘭

人
に
似
て
あ
さ
の
風
く
む
猿
も
年
越
　
　
　
　
珎
頌マ

マ
（
碩
）

夜
も
す
が
ら
あ
き
風
聞
や
う
ら
の
山
　
　
　
　
曾
良

梅
が
香
や
分
入
さ
と
は
牛
の
角
　
　
　
　
　
　
句
空

鉢
た
ゝ
き
哀
は
顔
に
似
ぬ
物
か
　
　
　
　
　
　
乙
州

高
燈
籠
昼
は
物
う
き
柱
か
な
　
　
　
　
　
　
　
千
那

さ
み
だ
れ
の
け
ふ
や
泣
川
大
和
川
　
　
　
　
　
桃
隣

お
も
ふ
事
た
ま
つ
て
居
る
か
ひ
き
が
へ
る
　
　
曲
翠

時
鳥
け
ふ
に
か
ぎ
り
て
誰
も
な
し
　
　
　
　
　
尚
白

霜
の
朝
せ
ん
だ
ん
の
実
の
こ
ぼ
れ
け
り
　
　
　
杜
国

元
日
は
晴
す
ま
し
た
る
霞
哉
　
　
　
　
　
　
　
一
笑

花
散
て
竹
見
る
軒
の
や
す
さ
哉
　
　
　
　
　
　
洒
堂

小
男
鹿
の
重
り
伏
る
枯
野
哉
　
　
　
　
　
　
　
土
芳

茸
の
白
き
は
露
も
見
へ
ぬ
か
な
　
　
　
　
　
　
荷
兮

唐
崎
の
方
へ
目
の
行
く
時
雨
哉
　
　
　
　
　
　
涼
菟

お
ろ

く
と
む
か
へ
ば
月
の
後
光

（
マ
マ
）

か
な
　
　
　
知
月

咲
花
も
む
つ
か
し
げ
な
る
老
木
か
な
　
　
　
　
木
節

軽
き
身
の
蝶
は
子
も
な
し
親
も
な
し
　
　
　
　
猿
雖

来
年
は

く
と
て
暮
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
露
川
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長
松
が
親
の
名
で
来
る
御
慶
哉
　
　
　
　
　
　
野
坡

三
十
六
俳
仙
　
平
安
玄
甫
尺
拝
書

【
解
題
】
三
十
六
俳
仙
図
一
副
、
縦
一
三
三
・
六
糎
、
横
五
六
・
六
糎
。
先

行
す
る
三
十
六
歌
仙
図
に
倣
い
、
芭
蕉
門
の
三
十
六
人
と
三
十
六
句
と
を
描

い
た
も
の
。
た
だ
し
、
芭
蕉
像
と
芭
蕉
句
を
加
え
て
三
十
七
人
と
三
十
七
句

で
あ
る
。
な
お
、
洒
堂
と
珎
碩
と
は
同
一
人
物
で
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
人
物
画

と
句
と
が
あ
る
。
ま
た
、
野
水
の
句
に
は
署
名
が
な
く
、
人
物
画
も
句
と
離

れ
た
下
の
方
に
あ
る
句
の
な
い
人
物
が
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
芭
蕉
に
傾
倒
す
る
寛
政
後
期
・
享
和
期
の
執
筆
。
糸
井
氏
の
解
題
に
よ

れ
ば
、
加
賀
金
沢
に
於
け
る
遺
墨
。

先
行
す
る
三
十
六
俳
仙
図
に
は
、
義
仲
寺
芭
蕉
堂
内
に
掲
げ
ら
れ
た
「
芭

蕉
三
十
六
俳
仙
図
額
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
安
政
三
年
に
焼
失
す
る
が
、
蝶
夢

の
『
施
主
名
録
発
句
集
』（
明
和
七
年
十
月
十
二
日
奥
）
の
三
十
六
俳
仙
図

と
同
様
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蕪
村
に
は
安
永
頃
に
描
い

た
三
十
六
俳
仙
画
帖
（
逸
翁
美
術
館
蔵
）
が
あ
る
。
蝶
夢
の
『
施
主
名
録
発

句
集
』
と
、
蕪
村
の
三
十
六
俳
仙
画
帖
と
の
異
同
は
、
句
の
一
部
の
相
違
や

用
字
の
み
の
相
違
を
除
く
と
、
同
一
作
者
・
同
一
句
は
二
十
、
同
一
作
者
・

異
句
は
十
一
、
甫
尺
に
の
み
あ
る
作
者
は
支
考
・
珎
碩
・
句
空
・
一
笑
・
荷

兮
の
五
名
で
あ
る
。
そ
の
五
名
の
変
わ
り
に
蝶
夢
・
蕪
村
図
は
、
東
花
坊
・

苔
蘇
・
如
行
・
舎
羅
・
素
堂
が
入
句
し
て
い
る
。

甫
尺
は
蝶
夢
の
三
十
六
俳
仙
図
を
参
照
し
、
そ
の
他
の
多
く
は
『
奥
の
細

道
』『
猿
蓑
』『
炭
俵
』『
阿
羅
野
』
な
ど
の
当
時
流
布
し
て
い
た
芭
蕉
の
俳

書
を
参
照
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

⁄00

「
象
潟
や
」
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
15
／m

ai10b15

）

象
潟
や
ひ
そ
か
に
雪
を
待
気
し
き
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
画
賛
一
幅
、
縦
九
五
・
八
糎
、
横
二
六
・
八
糎
。
画
に
署
名
は
無

く
、
画
者
は
特
定
で
き
な
い
。「
や
」
の
二
画
目
の
「
ゝ
」
が
無
い
書
き
癖

が
あ
る
。

⁄1

甫
尺
画
有
道
讃
「
後
の
月
」
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
16
／m

ai10b16

）

【
解
題
】
画
賛
一
幅
、
縦
一
一
九
・
五
糎
、
横
四
〇
・
〇
糎
。
甫
尺
画
は
、

一
人
の
僧
と
六
人
の
旦
那
衆
の
趣
で
、「
玄
化
」
・
「
甫
尺
」
の
朱
角
印
の

み
を
押
す
。
有
道
の
讃
は
、「
寄
合
て
か
た
る
も
お
し
や
後
の
月
　
有
道
」。

⁄2

「
染
柳
」
自
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
17
／m

ai10b17

）

起

く
の
心
を
染
る
柳
哉
　
　
甫
尺
　

（
朱
陰
）

（
朱
陽
）

【
解
題
】
画
賛
一
幅
、
縦
一
一
三
・
五
糎
、
横
二
九
・
〇
糎
。
甫
尺
に
植
物

の
画
材
は
少
な
い
。
署
名
の
「
尺
」
は
二
画
目
の
「
一
」
が
無
い
。

⁄3

「
啼
鹿
」
自
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
18
／m

ai10b18

）

啼
鹿
の
腮
に
か
ゝ
る
や
明
の
月
　
　
　
甫
尺
　
　

（
朱
陽
）

【
解
題
】
画
讃
一
幅
、
縦
一
〇
一
・
八
糎
、
横
二
八
・
七
糎
。「
錦
泉
」
の
落

款
の
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
。
甫
尺
に
動
物
の
画
材
は
少
な
い
。「
や
」
の

二
画
目
の
「
ゝ
」
が
無
い
書
き
癖
が
あ
る
。
署
名
の
「
尺
」
は
二
画
目
の

「
一
」
が
無
い
。

⁄4

「
骸
骨
雅
会
図
」

（
十
・
ロ
・
19
／m

ai10b19

）

【
解
題
】
絵
図
一
枚
、
縦
五
五
・
五
糎
、
横
三
〇
・
七
糎
。
骸
骨
が
参
集
し

て
、
碁
・
書
・
茶
・
活
花
・
読
書
な
ど
を
し
て
い
る
図
。
骸
骨
、
琴
棋
書
画

の
図
柄
は
、
当
時
好
ま
れ
た
文
人
画
の
一
画
材
で
あ
る
。

⁄5

「
や
す
ら
い
祭
」
自
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
20
／m

ai10b20

）

洛
陽
　
や
す
ら
ひ
ま
つ
り

や
す
ら
ひ
や
花
に
見
し
ら
ぬ
顔
も
な
し
　
　
　
甫
尺 錦

泉
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【
解
題
】
画
賛
横
一
幅
、
縦
二
七
・
五
糎
、
横
四
二
・
三
糎
。
奴
ら
数
人
の

人
物
画
に
は
、
蕪
村
の
絵
の
影
響
が
認
め
ら
れ
、
寛
政
期
以
後
の
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。「
や
」
の
二
画
目
の
「
ゝ
」
が
無
い
書
き
癖
が
あ
る
。
署
名
の

「
尺
」
は
二
画
目
の
「
一
」
が
無
い
。

⁄6

「
須
磨
浦
月
見
」
自
画
讃
　
（
十
・
ロ
・
21
／m

ai10b21

）

海
士
が
家
の
宵
寝
わ
り
な
し
須
磨
の
月

こ
り
す
ま
や
松
に
寄
添
ふ
月
と
我

す
さ
ま
じ
や
月
に
見
ら
れ
て
礒
ま
く
ら

甫
尺
自
画
　
　

（
朱
陰
）

（
朱
陽
）

【
解
題
】
画
賛
一
幅
、
縦
一
一
五
・
九
糎
、
横
二
六
・
四
糎
。
木
の
下
で
笠

を
脱
ぎ
、
横
に
な
る
旅
僧
の
図
は
、
西
鶴
画
の
西
行
偃
息
図
に
似
通
う
。
署

名
の
「
甫
」
の
七
画
目
の
点
が
無
い
。

⁄7

「
春
雨
や
」
短
冊
　
（
十
三
・
16
・
12
／m
ai13

16-012

）

春
雨
や
夜
明
に
似
た
る
夕
気
色
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
丹
後
与
謝
郡
古
俳
人
の
短
冊
帖
一
冊
の
う
ち
、
段
雲
霞
短
冊
一
枚
。

糸
井
仙
之
介
解
題
「
玄
化
堂
甫
尺
　
伝
記
（
一
）
氏
名
未
詳
。
宮
津
ニ
生
レ
、

母
ハ
岩
屋
村
ノ
人
。
京
都
ニ
テ
剃
髪
シ
、
明
和
ノ
末
頃
、
無
為
庵
樗
良
ノ
門

ニ
テ
俳
諧
ヲ
学
ブ
。
安
永
六
年
、
其
兄
、
同
門
ノ
俳
人
玄
化
ノ
没
后
、
自
ラ

玄
化
堂
甫
尺
ト
称
セ
シ
ガ
如
ク
、
別
ニ
清
棄
庵
ノ
号
ア
リ
。

丹
後
宮
津
ニ

遺
セ
シ
短
冊
」。

⁄8

「
夏
の
月
」
短
冊
　
（
十
三
・
16
・
13
／m

ai13
16-013

）

礫
う
つ
川
の
瀬
く
ら
し
夏
の
月
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
丹
後
与
謝
郡
古
俳
人
の
短
冊
帖
一
冊
の
う
ち
、
段
雲
霞
短
冊
一
枚
。

糸
井
仙
之
介
解
題
「
右
（
玄
化
堂
甫
尺
）
同
人
　
（
二
）
俳
画
ヲ
能
ク
ス
。

江
戸
ヨ
リ
陸
前
塩
釜
ヲ
歴
テ
、
羽
前
・
秋
田
・
象
潟
辺
ニ
遊
ビ
、
蕉
翁
奥
之

細
道
ノ
跡
ヲ
辿
リ
シ
形
跡
ア
リ
。
富
山
・
金
沢
辺
ニ
逗
留
シ
、
竹
ノ
坊
ト
共

ニ
能
登
ヘ
旅
シ
、
能
登
日
記
ノ
編
ア
リ
。
寛
政
ノ
末
頃
ヨ
リ
宮
津
ニ
住
シ
。

丹
後
宮
津
ニ
遺
セ
シ
短
冊
」。

⁄9

「
蛍
散
や
」
短
冊
　
（
十
三
・
16
・
14
／m

ai13
16-014

）

蛍
散
や
葎
の
宿
の
肱
ま
く
ら
　
　
　
（
無
署
名
）

【
解
題
】
丹
後
与
謝
郡
古
俳
人
の
短
冊
帖
一
冊
の
う
ち
、
段
雲
霞
短
冊
一
枚
。

糸
井
仙
之
介
解
題
「
右
（
玄
化
堂
甫
尺
）
同
人
　
（
三
）
享
和
二
年
頃
、
宮

津
久
美
浜
ニ
テ
摺
物
ヲ
催
ス
。文
化
元
年
四
月
十
七
日
京
都
東
山
ニ
テ
卒
シ
、

双
林
寺
ニ
葬
ル
。
享
年
ハ
六
十
歳
前
后
ナ
ラ
ン
カ
。
著
書
ハ
天
明
四
年
ニ

「
樗
良
発
句
集
」
二
冊
、「
無
名
集
」
二
冊
、「
能
登
日
記
」
一
冊
。

丹
後

久
美
浜
ニ
遺
セ
シ
短
冊
」。

¤0

「
夜
の
雨
」
短
冊
　
（
十
三
・
16
・
15
／m

ai13
16-015

）

夜
の
雨
は
れ
て
門
口
の
霞
か
な
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
丹
後
与
謝
郡
古
俳
人
の
短
冊
帖
一
冊
の
う
ち
、
雲
上
下
短
冊
一
枚
。

糸
井
仙
之
介
解
題
「
右
（
玄
化
堂
甫
尺
）
同
人
　
（
四
）
及
ビ
、
享
和
三
年

ニ
「
松
の
朽
葉
」
一
冊
」。「
な
（
奈
）」
の
最
終
筆
が
上
向
き
に
止
ま
る
書

き
癖
が
あ
る
。

¤1

「
初
雁
や
」
短
冊
　
（
十
三
・
16
・
16
／m

ai13
16-016

）

初
雁
や
爰
に
落
来
る
夜
の
声
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
丹
後
与
謝
郡
古
俳
人
の
短
冊
帖
一
冊
の
う
ち
、
段
霞
短
冊
一
枚
。

糸
井
仙
之
介
解
題
「
右
（
玄
化
堂
甫
尺
）
同
人
」。
署
名
は
、「
甫
」
の
七
画

目
の
点
が
無
い
も
の
で
あ
る
。「
や
」
の
二
画
目
の
「
ゝ
」
が
無
い
書
き
癖

が
あ
る
。
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¤2

「
藤
三
尺
」
短
冊
　
（
十
三
・
16
・
17
／m

ai13
16-017

）

暮
春
　
　
春
も
は
や
藤
三
尺
の
な
が
め
哉
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
丹
後
与
謝
郡
古
俳
人
の
短
冊
帖
一
冊
の
う
ち
、
段
霞
短
冊
一
枚
。

糸
井
仙
之
介
解
題
「
右
（
玄
化
堂
甫
尺
）
同
人
」。
署
名
は
、「
甫
」
の
七
画

目
の
点
が
無
い
も
の
で
あ
る
。「
や
」
の
二
画
目
の
「
ゝ
」
が
無
い
、「
な

（
奈
）」
の
最
終
筆
が
次
の
字
に
繋
が
ら
ず
上
向
き
に
止
ま
る
等
の
特
徴
が
あ

り
、
明
和
・
安
永
期
の
若
い
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

¤3

「
白
雪
や
」
短
冊
　
（
十
三
・
16
・
18
／m

ai13
16-018

）

白
雪
や
遠
山
か
け
て
軒
の
松
　
　
　
甫
尺

【
解
題
】
丹
後
与
謝
郡
古
俳
人
の
短
冊
帖
一
冊
の
う
ち
、
墨
流
し
短
冊
一
枚
。

糸
井
仙
之
介
解
題
「
右
（
玄
化
堂
甫
尺
）
同
人
。
京
都
ニ
遺
セ
シ
短
冊
。」。

〔
付
記
〕

本
研
究
は
、
舞
鶴
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
受
託
研
究
「
舞
鶴
市
郷
土
資
料

館
蔵
糸
井
文
庫
の
展
示
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
研
究
」
な
ら
び

に
、
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
「
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
映
像
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
テ
キ
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
」
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
府
舞
鶴
市
教
育
委
員
会
の
ご
高
配
を

得
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
四
九
）


